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 3 次元計測機器から得られた座標点群を処理し，計測対象の 

表面を復元，解析する技術です． 

         
 本研究は，3次元計測機器で計測された複数方向の座標点群を統合化して，対象物を復元する

手法を提供するものです．複数方向から計測された点群を解析して，特徴線を抽出し，特徴線

に基づいて点群を位置合わせすることができます．本手法は，建築物のような大型の対象物だ

けでなく，遺物のような小型の対象物も適用可能です． 

3D コンテンツ制作，複数同時計測向きのデータ位置あわせ，計測 
データと設計データの差分検出 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 

 計測対象 

特徴抽出と 

位置あわせ 

位置あわせ＋補完 

ソリッドモデルによる断面線生成 
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